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2令和５年９月号

▲徳島地方気象台 ▲ナウキャスト

②
緊
急
情
報
メ
ー
ル

　
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
鳴
門
市
か
ら
の
緊
急
情
報
や

行
政
情
報
を
携
帯
電
話
な
ど
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
防
災
行
政
無
線

　
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
２
つ

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・�

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
メ
ー

ル
で
お
届
け
す
る「
防
災
行
政

無
線
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

・�

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
電
話

で
確
認
で
き
る「
自
動
電
話
応

答
サ
ー
ビ
ス
」

　☎
０
８
８・６
８
５・０
５
０
０

関
東
大
震
災
か
ら
学
び
備
え
る

     
～
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
～

　
令
和
５
年
９
月
１
日
は
、「
関
東
大
震
災
」の
発
生
か
ら
１
０
０
年
の
節

目
に
当
た
り
ま
す
。
９
月
１
日
が「
防
災
の
日
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
関
東
大
震
災
は
現
在
の
日
本
の
災
害
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
鳴
門
市
で
も
、
今
後
40
年
以
内
に
90
％
程
度
の
確
率
で
起

こ
る
と
い
わ
れ
て
い
る「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」へ
の
備
え
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
今
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
―
。
そ

ん
な
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
私
た

ち
が
で
き
る
準
備
や
行
動
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問�

危
機
管
理
課�

☎
０
８
８・６
８
４・１
７
１
１

防　災

　
大
正
12（
１
９
２
３
）年
９
月
１
日
午

前
11
時
58
分
、
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と

し
、
震
度
６
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

９
と
推
定
さ
れ
る
巨
大
地
震「
関
東
大

震
災
」が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

に
よ
っ
て
、
南
関
東
か
ら
東
海
に
及
ぶ

地
域
に
広
範
囲
な
被
害
が
発
生
し
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
約
10
万
５
千
人
、

全ぜ
ん

潰か
い

全
焼
流
出
家
屋
は
29
万
棟
を
超

え
、
電
気
、
水
道
、
道
路
、
鉄
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が

出
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
は
、
近
代
化

し
た
首
都
圏
を
襲
っ
た
唯
一
の
巨
大
地

震
で
あ
り
、
明
治
以
降
で
は
日
本
最
大

の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
時
間
は
昼

食
時
の
火
の
使
用
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
倒
れ
た
家
屋
か
ら
次
々
と
出
火

し
、
東
京
・
横
浜
を
中
心
に
大
火
災
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
が
も

た
ら
す
火
災
旋
風
が
被
害
を
さ
ら
に
拡

大
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

市
街
地
建
築
物
法
が
改
正
さ
れ
、
国
内

初
の
耐
震
基
準
が
盛
り
込
ま
れ
、
現
在

の
建
築
基
準
法
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
は
災
害
情
報
を
出
す
機

関
も
な
く
、
誰
も
災
害
の
全
貌
が
把
握

で
き
ず
、
デ
マ
な
ど
に
よ
る
混
乱
も
生

じ
ま
し
た
。
現
在
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
災
害
の
情
報
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
正
し
い
情

報
を
ど
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
知
る
の

か
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
情
報

を
得
る
手
段
を
平
時
の
う
ち
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
未
曽
有
の
大
災
害
だ
っ
た
関
東
大
震

災
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
炊
き

出
し
や
避
難
所
の
提
供
、物
資
の
運
搬・

配
給
な
ど
、
住
民
の
助
け
合
い
活
動
の

役
割
は
大
き
く
、
復
旧
・
復
興
へ
の
大

　
関
東
大
震
災
以
降
も
い
く
つ
も
の
地

震
災
害
が
発
生
し
、
そ
の
た
び
に
防
災

体
制
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
き

ま
し
た
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
継

続
的
に
備
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

す
。
災
害
時
に
出
て
く
る
課
題
は
、
平

時
に
潜
在
し
て
い
る
社
会
課
題
だ
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
段
で
き
て
い
な

い
こ
と
は
、
災
害
時
に
急
に
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
普
段
使
い
慣
れ
て
な
い

モ
ノ
は
、
災
害
時
に
急
に
は
使
え
ま
せ

ん
。こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、

市
で
は
平
常
時
と
災
害
時
と
い
う
枠
を

取
り
払
い
、
普
段
使
っ
て
い
る
モ
ノ
を

災
害
時
に
も
役
立
て
る「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
」の
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
も
し
も
」の
場
合
に
備
え
て
、
市
民 

一
人
ひ
と
り
の「
い
つ
も
」の
生
活
で
で
き

る
備
え
や
活
動
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
、

き
っ
と「
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
な
が
って
い
く
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
今
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
―
。

今
あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
不
安
や
課
題

を
解
消
す
る
た
め
、
一
つ
一
つ
命
を
守

る
取
り
組
み
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

動
は
、
日
頃
か
ら
の
顔
の
見
え
る
関
係

の
構
築
や
地
域
活
動
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
避
難
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
て
周
囲
の
方
と
交
流
を
図
る
な
ど
、

“
地
域
力
”を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災

か
ら
１
０
０
年
の
節
目

「
も
し
も
」の
た
め
に

「
い
つ
も
」か
ら

過
去
の
災
害
か
ら
学
び

備
え
る

●
防
災
情
報

●
防
災
情
報
を
確
認
し
よ
う

を
確
認
し
よ
う

　
鳴
門
市
の
避
難
情
報
や
避
難

場
所
の
開
設
状
況
、
そ
の
他
災

害
等
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
確

認
で
き
ま
す
。

①
市
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
気
象
庁

　ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト

　（
短
時
間
予
報
）

・
徳
島
地
方
気
象
台

●
気
象
情
報

●
気
象
情
報



3 令和５年９月号

　木津野自主防災会が、宝くじの収益金
を活用した（一財）自治総合センターのコ
ミュニティ助成事業の助成を受け、避難
所用テント、簡易トイレ用テント、投光器、
発電機など自主防災活動に必要な防災資
機材を整備しました。今後、整備した防
災資機材を使った防災訓練の実施など、
より一層の自主防災活動の充実と地域コ
ミュニティ活動の活性化が期待されます。

里浦・川東地区の住民が大 製薬工場で夜間避難訓練

７月28日、里浦・川東両地区の自主防災会と株式
会社大 製薬工場の三者が主催する夜間避難訓

練が行われ、地域住民ら約300人が参加しました。
　訓練は、夜間に大地震が発生し、津波が押し寄せる
可能性があるという想定で実施。午後７時30分に防災
行政無線を通じて避難が呼び掛けられ、参加者はそれ
ぞれの自宅から、津波指定緊急避難場所である株式会
社大 製薬工場まで徒歩で避難しました。到着後は、
高さ約12㍍の屋上までらせん階段を使って移動。子ど
もや高齢者のペースに合わせ、手をつなぎながら階段
を登るなど、協力しながら避難する姿が見られました。
その後は、ママ防災士会による「フェーズフリークリ
アファイル作成」などのさまざまな体験ブースを周り、
参加者は楽しみながら防災を学んでいました。

　家族や友人と参加した藤本�峰代子さんは「こうし
て地域の企業が協力してくださるのはとても心強い。
子どもと一緒に参加できて、防災について改めて考
える良い機会となった」と振り返っていました。ま
た、避難訓練を主催した同社総務部の西脇�丈泰次長
は「初の夜間訓練でしたが、これから地域を支えてい
く子どもたちも多く参加いただきうれしく思いまし
た。いざというときの迅速な避難につながるように、
これからも地域と協力しながら防災に取り組んでい
きたい」と話していました。
　両地区では、令和４年度から自主防災会で危険箇
所の点検や避難経路の安全確認などを実施。このた
び、夜間の地震・津波発生を想定し、初の夜間訓練
を実施しました。

　
震
災
時
の
家
具
転
倒
を
防
止

す
る
た
め
、
要
件
を
満
た
す
世

帯
を
対
象
に
家
具
転
倒
防
止
器

具
を
無
料
で
設
置
し
ま
す
。

階段を使って屋上に避難

避難訓練頑張ったよ！
木津野自主防災会が
コミュニティ助成事業で
防災資機材を整備

放水体験簡易担架作り

　
災
害
時
の
危
険
箇
所
や
避
難

施
設
な
ど
、
避
難
に
必
要
な
情

報
を
地
図
上
に
見
え
る
化
し
て

い
ま
す
。

●
ハ
ザ
ー
ド

●
ハ
ザ
ー
ド

　
マ
ッ
プ

　
マ
ッ
プ

●
家
具
転
倒
防
止

●
家
具
転
倒
防
止

　
器
具
設
置
事
業

　
器
具
設
置
事
業

非
常
持
出
袋
を
手
に
避
難
訓
練
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち▼
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対象者（※施設入所、病院に長期入院されている方は対象になりません） 問・申込先

災害時に自力での
避難が困難かつ家
族の支援だけでは
避難が困難な方で、
地域への情報提供
に同意される右記
①～⑥のいずれか
に該当する方

①要介護３以上の認定を受けている方
②�65歳以上の高齢者のみで構成される世帯で、災害時
等に自力避難が困難であると市に申し出をされた方

長寿介護課
☎088･684･1175

③身体障害者手帳１級または２級の方
④療育手帳Ａの方�
⑤精神障害者保健福祉手帳１級の方

社会福祉課
☎088･684･1219

⑥�(A)難病患者、(B)妊産婦・乳幼児等で、災害時等に自
力避難が困難であると市に申し出をされた方

・(A)の方…社会福祉課
・(B)の方…危機管理課
☎088･684･1711

■ 「避難行動要支援者個別避難計画」を作成しましょう

認知症サポーターとは
　認知症について正しく理解し、認知症の方やその家族を温かく見守る応援者のことです。特別な資格
ではなく、ご自分のできる範囲で活動をお願いしています。

参加
無料

市では、認知症の方やその家族を支える
さまざまな取り組みを行っています。

認知症は誰もが発症する可能性があり、身
近な人が発症することも考えられます。９
月21日の世界アルツハイマーデーにちな
み、市内各所で認知症サポーター養成講座
を開催しますので、講座を受けて、あなた
も認知症サポーターになりませんか？

【問・申し込み】開催日の前日までに右表の
各担当地域包括支援センターへ。

日　時 場　所 担当地域包括
支援センター

９月30日（土）
10:00～11:30

キョーエイ鳴門駅前店
４階�A教室
【定員】15人程度

基幹型
☎088･615･1417

10月12日（木）
10:00～11:00

瀬戸公民館
【定員】10人程度

やまかみ
☎088･683･6727

10月12日（木）
14:30～15:30

川原場集会所
【定員】15人程度

おおあさ
☎088･689･3738

10月14日（土）
11:00～12:00

渦潮ふれあい館
【定員】10人程度

緑会
☎088･685･1555

10月20日（金）
10:00～11:30

川東公民館
【定員】10人程度

貴洋会
☎088･683･1075

10月21日（土）
14:00～15:30

大津中央公民館
【定員】10人程度

ひだまり
☎088･686･1139

※�地域や職場でも開催することができます。開催を希望される
方は長寿介護課へご相談ください。

認知症や介護について学ぶ

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座  に参加しませんか？

▶認知症に関するVR体験およびパネル展示等
　認知症について理解を深めるVR体験やパネル展示、
相談ブースの設置、認知症になっても暮らしやすいまち
であることをオレンジ色の花を通して表現するオレンジ
ガーデニングプロジェクトの啓発などを行います。

【日時】９月30日（土）、10月１日（日）
　　　午前10時～午後４時

【場所】キョーエイ鳴門駅前店４階�ギャラリー

■認知症や介護予防の取り組み

▶認知症サポーターステップアップ講座
　認知症サポーター養成講座受講者を対象に、認知
症についてさらなる理解を深めるため、認知症サポー
ターステップアップ講座を行います。

【日時】10月２日（月）
　　　午前10時～11時30分

【場所】キョーエイ鳴門駅前店４階�A教室

�　市では、アルツハイマー病を含む認知症などへの予防活動や正しい知識の普及・啓発を呼び掛けています。
さまざまなイベントを実施しますので、ぜひご参加ください。

※問い合わせ・申し込みは、基幹型地域包括支援センター（☎088・615・1417）へ。
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地震や台風などの災害時に高齢者や障がいのある
方などが迅速に避難するためには、地域の皆さ

んの支援が必要です。市では、あらかじめ避難支援
者や避難方法などを決めておく「避難行動要支援者個
別避難計画」の作成を進めています。作成した計画は
市や地域で共有し、災害時の安否確認や避難誘導な
どに役立てます。
　市内在住の支援が必要な方で、地域への情報提供
に同意される場合は同計画を作成できますのでお申
し込みください（災害時要援護者避難支援登録制度に
おいて計画を作成済みの方は手続き不要）。

■ 「避難行動要支援者個別避難計画」を作成しましょう

対象者

申請書を提出
（郵送可）

聞き取り調査を実施し、
個別避難計画を作成

聞き取り調査を
依頼

民生委員
児童委員

または
市職員

市役所

111 112

113

～９月18日は敬老の日～
　高齢者の皆さんに対する支援策をご紹介します。また、認知症サ
ポーターなど、地域で高齢者を支える取り組みが広がっています。
多くの人が地域で元気に暮らせるよう、みんなで支え合いましょう。
 問  長寿介護課長寿介護課 ☎088・684・1175

いつまでも元気に「いきいき」といつまでも元気に「いきいき」と

65歳以上の１人暮らし高齢者を対象に、「救急医療情報キット」を配布してい
ます。このキットは、自宅での急病などの緊急時に、救急隊員に必要な

医療情報などを迅速に伝えるためのものです。情報は随時更新し、万が一のと
きに備えましょう。

１人暮らし高齢者のための「救急医療情報キット」

見　本

　市では、高齢者の長寿を祝い、節目を迎えられた
方に敬老祝品として「うずとく商品券」を贈ります。
※基準日：令和５年９月１日。
▶�99歳または101歳以上の方…１万円分（対象：大正
12年10月１日から大正13年９月30日までに生まれ
た方または大正11年９月30日以前に生まれた方）
▶�88歳の方…5,000円分（対象：昭和９年10月１日か
ら昭和10年９月30日までに生まれた方）

※ 該当者の方には、別途市からご案内します。99歳ま
たは101歳以上の方には９月４日（月）から順次、88
歳の方には４日（月）にご自宅などへお届けします。

敬老祝いに商品券を贈呈 高齢者福祉事業

　市では、高齢者福祉の向上を目的として、以下の
ような事業を行っています。該当する方
はぜひご利用ください。
▶�高齢者等無料バス優待券の交付
…�70歳以上の方を対象に、市内の路線バ

スの無料優待券を交付します。申し込
みフォーム（右記二次元コード）からも
申請できます。
▶ 緊急通報装置の貸与
…�65歳以上の１人暮らし高齢者で、市民税非課税世

帯の方を対象に、急病や緊急時に迅速かつ適切に
対応するため、操作の簡単な緊急通報装置を貸与
します。
▶ 高齢者見守りシステムの貸与
…�65歳以上の１人暮らし高齢者で、市民税非課税世

帯の方を対象に、離れて暮らす家族等が専用アプ
リを通じて日常生活を見守る装置を貸与します。

見　本

▼計画作成の
　流れ
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　国は、令和５年度の新型コロナウイルスワクチン接種について、初回接種
（１、２回目接種）を終了した５歳以上の方を対象に、９月下旬から１回接種
を行う方針を示しました。
　本市の秋開始接種について、対象者や予約方法をお知らせします。

新型コロナワクチン秋開始接種に関するお知らせ新型コロナワクチン秋開始接種に関するお知らせ
問  鳴門市新型コロナワクチン接種コールセンター  ☎088・602・7941
　 （受付時間：平日の午前９時～午後５時）

便利なウェブ予約をご利用ください▶便利なウェブ予約をご利用ください▶

予約方法

　接種券をお手元にご用意いただき、ウェブ予約ま
たはコールセンターへ電話で予約をお願いします。
　電話での予約はつながりにくい場合がありますの

で、24時間・土日祝日も予約可能なスマホ・パソコン
でのウェブ予約（https://jump.mrso.jp/362026/） 
をぜひご利用ください。

接種対象者

　初回接種（１、２回目接種）を終了した５歳以上の方で、前回の接種から３カ月以上経過した方
※生後６カ月〜４歳の方の追加接種については、国が検討中であり、方針が出され次第お知らせします。

接種概要

無料費　用 １回接種回数

新型コロナウイルスオミクロン株１価ワクチン
（XBB.1.5）［ファイザー社製・モデルナ社製］
※�国からのワクチン供給状況により、ワクチンの種類が選択できない場合があります。

ワクチンの種類

接種券の送付

　下記の❶❷に該当する方は、順次接種券を送付します。
❶ 令和５年春開始接種（５月８日〜９月19日）で接種し
た65歳以上の方および基礎疾患を有する等の64歳
以下の方

❷�令和４年秋開始接種（オミクロン株対応２価ワクチン）
を接種した64歳以下の方

※ ❶の方は令和５年春開始接種の接種時期が早い方
から９月中旬以降に順次発送します。

※ ❷の方は国からのワクチン供給状況に応じて順次
発送します。

※  ❶❷以外の方で、３回目以降の追加接種をしてい
ない方は、現在お持ちの接種券をご使用ください。

　接種を希望される方で、接種券を紛失された方や
転入された方は、「接種券発行申請書」を健康増進課
へご提出ください。申請書は同課ワクチン担当窓口
で配布するほか、市公式ウェブサイト（下記二次元コー
ド）にも掲載しています。

▶ 提出方法（以下のいずれかの方法）　
　 　持参、郵送（〒772-0003 撫養町南浜字東浜24-2）、

FAX（088・602・7945）、メール（kenko@city.naruto.
i-tokushima.jp）、電子申請（下記二次元コード）

◀ 申請書は
こちら

◀ 電子申請
はこちら
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講座・教室で学びませんか？ いずれも参加無料

問 総合教育人権 総合教育人権課 ☎088・686・8807 課 ☎088・686・8807 FAXFAX088・686・8005 メール：088・686・8005 メール：sogokyoiku@city.naruto.i-tokushima.jp
　今年のテーマは「鳴門学のすゝめ第７弾～近年の学
術調査研究の成果から～」。各分野の注目すべき調査
研究成果や最新の学術研究成果を学びます。鳴門の
知られざる自然や歴史の魅力を探求しませんか。
▶対象　原則全日程に参加できる市内在住の方

▶時間　午後２時～４時（全講座同時刻開催）
▶場所　板東公民館　▶定員　40人（先着順）
▶�申し込み　９月29日(金)までに、電話、FAXまたは

メールで❶氏名❷年齢❸性別❹住所❺電話番号を
総合教育人権課「歴史文化講座」係へ。

日　程 内　容

第１回 10月28日（土）「若杉山辰砂採掘遺跡からみる鳴門の弥生時代・古墳時代」講師：徳島県立博物館 人文課 課長補佐・学芸員 植地 岳彦氏

第２回 11月11日（土）「山西家の経営と撫養の経済」講師：尾道市立大学 経済情報学部 准教授 森本 幾子氏

第３回 11月25日（土）「鳴門市の水環境と災害について」講師：徳島大学環境防災研究センター 教授 上月 康則氏

第４回 12月９日（土）「四国遍路の世界遺産登録に向けて　〜札所寺院と遍路道史跡調査の現場から〜」講師：徳島県未来創生文化部 文化資源活用課 係長 岡田 圭司氏

第５回 12月23日（土）「鳴門・ふるさとの芸能　〜檜�瑛司のまなざし〜」講師：阿波民俗芸能文化保存会 理事 檜 千尋氏　 

鳴門の歴史を学びませんか
令和５年度鳴門市公民館短期講座「歴史文化講座」

ドイツ館 板東俘虜収容所講座
問 ドイツ館 ドイツ館 ☎088・679・9110 ☎088・679・9110
　ドイツ館スタッフが、板東俘

ふ

虜
り ょ

収容所に関する５つのテーマでお話しします。
▶時間　午後１時30分～２時30分（全講座同時刻開催）　▶場所　同館１階 大会議室

日　程 内　容
第１回 ９月30日（土） ～ハンザ同盟と鳴門の姉妹都市「ハンザ都市・リューネブルク市」～
第２回 10月７日（土） 徳島で葬られたドイツ兵捕虜たち
第３回 10月21日（土） 青

チ ン

島
タ オ

市 古い建物の旅
第４回 11月４日（土） 近代日本の捕虜政策と「板東俘虜収容所」１ ―日清戦争から第一次世界大戦
第５回 11月18日（土） 板東とその他四国の捕虜収容所での音楽活動

申し込み不要

シニア向けスマートフォン入門教室
　シニアのデジタル活用や社会参加を支援するため、スマートフォンの基本的な操作方法などを学ぶための教
室を開催します。
▶日程　10月３日（火）、４日（水）、６日（金）❶午前10時～11時30分❷午後２時～３時30分（❶❷ともに同じ内容）
▶場所　板東公民館
▶対象　 市内在住の60歳以上の方（❶または❷に３日間全て参加できる方）　▶定員　❶❷各12人（先着順）
※過去に同教室を受講された方は、受講できません。
　「デジタルなんでも相談室」をご活用ください（日程等は12ページをご覧ください）。
▶申し込み　９月15日（金）までに、電話で長寿介護課（☎088・684・1175）へ。
※定員に満たない場合は、締め切り後も随時受け付けします。
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　市では、資源ごみであるびん・ペットボトルを分
別･収集するリサイクルステーションを市内各地に設
置していますが、近頃、リサイクルステーションに
空き缶や粗大ごみなど、びん・ペットボトル以外の
ものが捨てられている事例が数多く見受けられます。
　リサイクルステーションでは、びん・ペットボト
ル以外のものは収集していません。決められたもの
以外が捨てられていると、収集作業やリサイクルに
支障をきたしたり、風で歩道や車道に散乱した場合、
歩行者や車両の通行の妨げにもなります。ルールと
マナーを守って、正しいごみ出しをお願いします。

▶びんの出し方
　ふた（キャップ）を外し、中をゆすいでから出す。
▶ペットボトルの出し方
　ふた（キャップ）とラベルを外し、中を軽くゆすい
でボトル内の汚れを取り、ボトルをつぶして出す。
ふた(キャップ)とラベルは、プラスチック製容器包装
として出す。

リサイクルステーションにびん・ペットボトル以外のものを捨てないで！
問  クリーンセンター ☎088･683･7573

問  「ねんきん定期便」「ねんきんネット」専用番号 ☎0570･058･555（ナビダイヤル）

　「ねんきんネット」は、パソコンやスマートフォンなどか
らインターネットを通じて、24時間いつでもどこでもご自
身の年金情報を手軽に確認できるサービスで
す。詳しくは、日本年金機構のホームページ

（右記二次元コード）をご覧ください。

「ねんきんネット」でできること
❶自身の年金記録の確認
❷将来受け取る年金見込額の確認
❸電子版「ねんきん定期便」の閲覧
❹各種通知書の再交付申請
❺年金支払いに関する通知書の確認
❻納付等可能月数と金額の確認

ご自宅で「ねんきんネット」を始めてみませんかご自宅で「ねんきんネット」を始めてみませんか

❶�老齢基礎年金を受給している方で、次の要件を全
て満たす方

　（１）65歳以上
　（２）請求者の世帯全員の市民税が非課税
　（３） 前年の年金収入額とその他所得額の合計が約

88万円以下
❷�障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方で、

前年の所得額が約472万円以下の方

■対象者
　令和５年10月分から新たに給付金の支給要件に該
当する方については、９月上旬以降順次、日本年金
機構から請求可能な旨のお知らせが送付されます。
同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）へ記入
の上、提出してください。
　なお、令和５年10月分から支給要件に該当する方
で、令和６年１月４日までに請求手続きの受け付け
が完了した方については、令和５年10月分にさかの
ぼって給付金を受け取ることができます。

■請求手続き

年金生活者支援給付金年金生活者支援給付金  の請求手続きはお早めに！の請求手続きはお早めに！

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金
受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求
書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

　　  「年金生活者支援給付金」をかたる詐欺にご注意ください！

問  徳島北年金事務所 ☎088･655･0200  給付金専用ダイヤル ☎0570･05･4092（ナビダイヤル）

　日本年金機構や厚生労働省が、電話で家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号を尋ね
たり、手数料などの金銭を求めることはありません。不審に感じたら徳島北年金事務所や
警察相談専用電話（#9110）にご連絡ください。
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　受け付け（持参、郵送）は、確認作業完了後、書類審査に着手した時点とし、市が同着と認めた場合については抽
選とします。キャンセル待ちとなっている場合もありますので、各事業の残り募集戸数は事前にお問い合わせください。 

募集期間 12月28日（木）まで ※先着順
問  まちづくり課 ☎088・684・1164まちづくり課 ☎088・684・1164
　 〒772-8501 撫養町南浜字東浜170　 〒772-8501 撫養町南浜字東浜170

安全・安心な住まいづくりをサポートします
木造住宅耐震化木造住宅耐震化などなど住宅に関する補助制度住宅に関する補助制度

子どもに対する虐待などの人権侵害は後を絶たず、大
きな社会問題になっています。どんなに小さな命に

も守られなければならない人権があります。子どもたち
の夢や希望が実現できるように、子どもと大人がお互い
の意見を尊重しながら、子どもの権利を地域社会全体で
守っていきましょう。
▶▶民法の懲

ちょう

戒
かい

権
けん

が見直され、子の人格を尊重する社会へ
　これまでの民法第822条には、親権者の「懲戒権」が定め
られており、これがしつけとして児童虐待を正当化する
口実に使われているという指摘がありました。このため、
令和４年12月の法改正により懲戒権は削除され、新たに

「子の人格の尊重等」の規定が設けられました。これには、
親が子の人格を尊重することや、体罰、子の心身に有害
な影響を及ぼす言動の禁止が明記されています。

■子どもの４つの権利を知っていますか？■子どもの４つの権利を知っていますか？
　1989年に国連総会で採択された「子どもの権利条約」には、
次の４つの権利が掲げられています。

住む場所や食べ物があり、
医療を受けられるなどし
て、命が守られること

●生きる権利
勉強したり遊んだりして、
もって生まれた能力を十分に
伸ばしながら成長できること

●育つ権利

暴力や搾
さく

取
しゅ

（人生で得られる
体験や成果物、自由などを全
て奪われてしまうこと）、有害
な労働などから守られること

●守られる権利
自由に意見を表したり、団
体を作っ
たりでき
ること

●参加する権利

問 人権推進課 ☎088・684・1148 総合教育人権課 ☎088・686・8803

すべての子どもには「人権」があります。

　各補助制度を受ける場合は、他にも要件が定めら
れているため、事前にまちづくり課へご相談ください。
※ ❶の耐震診断後に必ず❷～❺を行わなければなら

ないものではありません。過去に市の耐震診断を
行った方も❷～❺の補助を受けることができます。

【対象住宅】次の全てを満たす市内の木造住宅
▶平成12年５月31日以前に着工
▶３階建て以下
▶在来軸組構法、伝統構法、枠組壁（２×４）工法
▶市税の滞納がない方が所有 など
【費　用】無料

木造住宅耐震診断支援事業❶ 耐震シェルター設置支援事業
【対象住宅】現在居住する住宅で、❶の耐震診断で

評点が1.0未満 など
【対象工事】次の全てを満たす工事　　　　　　　
▶ 徳島県に登録された耐震改修施工者が、徳島県

が認定した耐震シェルターまたは耐震ベッドを
設置する工事 など

【補助額】▶補助対象経費の5分の４以内（最大80万円）
▶ スマート化工事に要する費用の３分の２以内
　（最大30万円）

❹

住宅の住替え支援事業
※すでに募集戸数に達しており、キャンセル待ちとなっています。

【対象住宅】現在居住する住宅で、昭和56年５月31日
以前に着工し、❶の耐震診断で評点が0.7未満など

【対象工事】次の全てを満たす工事
▶現在居住する住宅の全てを除却する工事
　（ただし、解体業者が施工するものに限る） など
【補助額】補助対象経費の５分の２以内（最大30万円）

❺
【対象住宅】❶の耐震診断で評点が1.0未満 など
【費　用】自己負担6,000円（共同住宅は12,000円）

木造住宅耐震補強計画支援事業❷

【対象住宅】現在居住または改修後居住する予定で、
❶の耐震診断で評点が1.0未満 など

【対象工事】次の全てを満たす工事
▶徳島県に登録された耐震改修施工者による工事
▶評点が1.0以上となる耐震改修工事　
▶感震ブレーカーを設置する工事 など
【補助額】
▶ 補助対象経費(耐震改修工事)の５分の４以内
　（最大100万円）
▶感震ブレーカー設置に要する費用に原則10万円
▶ スマート化工事に要する費用の３分の２以内
　(最大30万円)

木造住宅耐震改修支援事業❸
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市からのお知らせ
City_information

電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

募　集

Recruit
令和６年度採用
幼稚園教諭を募集します
問 学校教育課 ☎686･8802

志願書の受け付けは９月15日（金）まで
　試験案内と志願書は学校教育課で配布するほか、
市公式ウェブサイト（右記二次元コード）から
もダウンロードできます。応募方法などの
詳細は、市公式ウェブサイトをご覧ください。
▶第一次審査日　10月15日（日）
▶場　　所　市共済会館３階 会議室
▶募集人数　２人程度
▶ 審査資格　昭和59年４月２日以降に生まれた方で、

幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を有するか、
令和６年３月31日までに両方を取得見込みの方

募　集

Recruit
部活動地域移行に係る
活動団体募集
問 学校教育課 ☎686･8802

令和５年度から７年度までの３年間は、中学
校部活動地域移行の改革推進期間となって

おり、子どもたちの部活動機会の確保や教員の働
き方改革の観点から、市内中学生のスポーツや文
化活動の機会を提供する団体を募集します。詳細
は市公式ウェブサイト（右記二次元コード）
をご覧いただくか、学校教育課までお問
い合わせください。
▶�応募要件　20歳以上の責任者が運営し、活動実

態を有するまたは活動見込みのある団体。ス
ポーツ団体においては、徳島県中学校体育連盟
が定める地域スポーツ団体等の参加特例競技細
則を遵守する団体
▶応募期間　12月20日（水）まで
▶�応募方法　市公式ウェブサ

イトに掲載する申請書に必
要事項を記入の上、学校教
育課へ提出してください。

子ども

Child
教育の悩みはうず潮教室へ
体験入級と無料教育相談を実施

問 うず潮教室 ☎660･1733
■体験入級
　適応指導教室「うず潮教室」は、登校に不安を感
じている児童生徒を対象に、一時的な心の居場所
として設置されています。本教室では、学校やス
クールソーシャルワーカーなどと連携しながら、
本人の気持ちに寄り添って個人や集団での学習活
動・スポーツ活動などを通じた自立支援を行って
います。体験入級を希望される方は、同教室まで。
■無料教育相談　※日時と相談員が変更になりました。
　「子どもが学校へ行きたがらない」など、お子さ
んのことで悩んでいませんか。一人で悩まずに、
専門の先生に相談してみましょう。
▶�日　時　９月６日、10月４日、11月１日、12月
６日、令和６年１月10日、２月14日（各水曜日）
の午後２時から５時まで
※定員は各日３人まで。１人１時間、秘密厳守。
※�相談日を変更することがあります。相談を希望
する方は、事前にご連絡ください。
▶場　所　うず潮教室（旧教育委員会南側）
▶相談員　スクールソーシャルワーカー 大坂 庄司先生

調　査

Survey
「住宅・土地統計調査」に
ご協力を
問 戦略企画課 ☎684･1212

総務省統計局（鳴門市）では、10月１日現在で
「令和５年住宅・土地統計調査」を実施しま

す。この調査は、住生活に関する最も基本的で重
要な調査で、全国約340万世帯の方々を対象とし
た大規模な調査です。�
　調査の結果は、住生活基本計画や耐震・防災を
中心とした都市計画づくりなど、私たちの暮らし
と住まいに関する計画や施策の基礎資料として幅
広く利用されます。
■便利なインターネット回答をおすすめしています
　調査をお願いする世帯には、９月下旬から調査
員が調査書類の配布に伺いますので、ご協力よろ
しくお願いします。回答には、スマートフォン・
タブレット端末対応の便利なインターネット回答
のほか、紙の調査票を郵送または調査員に提出す
る方法があります。
※�調査内容を統計の
作成以外に使用す
ることは一切あり
ません。
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News

お知らせ 第25期農業委員・農地利用最適化推進委員が決定
農地のお困りごとは、各地区委員にご相談ください。

問 農業委員会事務局 ☎684･1180

■農地利用最適化推進委員（敬称略）
【撫養地区】▶源崎 公一
【鳴門地区】▶西上 和也
【瀬戸地区】▶島本 昌人
【北灘地区】▶根耒 幸二 ▶槶𠩤𠩤 文夫
【里浦地区】▶谷 啓司
【大津地区】▶森 崇人 ▶富永 博章
【堀江地区】▶忠津 秀明 ▶石川 清 ▶吉岡 盛勝
【板東地区】▶木内 精孝 ▶野口 啓介 ▶山本 菊太郎

■農業委員（敬称略）
【撫養地区】▶稻木 伸顕　【鳴門地区】▶向 栄治
【瀬戸地区】▶小川 佳　　【北灘地区】▶大西 善郎
【里浦地区】▶高田 吉敏 ▶中井 弘 ▶林 博子
【大津地区】 ▶濱堀 秀規 ▶川添 誠司 ▶粟田 和美 

▶海山 貞佳 ▶西川 公昭 ▶杉本 英昭
【堀江地区】 ▶石園 順市 ▶西川 美鈴 ▶里見 廣治 

▶小林 幸男
【板東地区】▶竹村 昇 ▶藤江 厚子 ▶井上 富夫

市からのお知らせ
City_information

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772-8501 撫養町南浜字東浜170」です。

募　集

Recruit

〈参加無料〉
体験型観光コンテンツ
販売研修会参加者募集
問 観光振興課 ☎684･1157

市では、「鳴門の渦潮」を中心とした観光エリア
の長期滞在型観光を推進するため、市内事

業者向けに体験型観光コンテンツ販売の研修会を
行います。併せて、希望者にはじゃらんnetへの
登録支援を行います。
　　　　 国内旅行における遊び・体験の現状や 

販売、プラン造成方法などについて
▶�日時　９月27日（水）午後２時～４時
▶�場所　 うずしお会館２階 第１会議室
　　　　（オンライン参加も可）
▶�対象　 体験型観光コンテンツを販売または販売

を検討している市内事業者
※観光業以外の方も参加できます。
▶�定員　30人（先着順）
▶�講師　 （株）リクルート
　　　　じゃらんリサーチセンター
　　　　エリアプロデューサー 前田 将汰氏
▶�申し込み　９月25日（月）までに専用

フォーム（右記二次元コード）からお申
し込みください。

内容

お知らせ

News
マイナンバーカード
受け取り窓口の臨時開設
問 市民課 ☎684･1092

平日の日中に市役所へお越しになれない方は、
ぜひこの機会にお受け取りください。

※ マイナポイントの申し込みは９月末まで。ポイント
の申し込み支援をご希望の方は、平日の午前８
時30分から午後５時15分までにお越しください。
❶木曜日の時間外延長窓口（要予約）
　毎週木曜日の午後５時15分～７時
　（午後６時45分最終受け付け）
※当日午後５時15分までに電話で予約してください。
❷日曜日開庁時の臨時開設窓口
　９月10日、24日の午前８時30分～午後０時30分
■受取時に必要なもの
①交付通知書
② 本人確認書類（運転免許証など公的機関が発行

した顔写真付きのものなら１点、それ以外は保
険証など２点必要）
③マイナンバー通知カード（なくても受け取れます）
※ マイナンバーカードに登録する暗証番号（数字４

桁と英数字６～16文字）を事前に決めておいて
いただくと手続きがスムーズになります。

※ 代理受け取りをご希望の方は、必ず事前にお問
い合わせください。

　任期は、令和８年７月19日までです。各委員の連絡先などは、農業委員会事務局へお問い合わせください。
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情報ガイド
INFORMATION
GUIDE

● 費用などの記載がない場合、無料です。

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
市
の
不
要
物
を
売
却
し
ま
す

　
市
で
は
財
源
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
市
で
使
用
し
な
く
な
っ
た

物
品
を
同
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却

し
ま
す
。
物
品
は
、「
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」→「
鳴
門
市
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
事
業
者

の
方
へ
」→「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

有
財
産
売
却
」か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

【
申
込
期
間
】９
月
１
日（
金
）午
後

　
１
時
～
19
日（
火
）午
後
２
時

※�

申
込
期
間
中
に
物
品
の
下
見
が

で
き
ま
す（
要
電
話
予
約
）。

問�

契
約
検
査
室

　�

☎
６
８
４･

１
１
６
１

結
婚
相
談
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　「
良
縁
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

ハッ

ピ
ー
な
る
と
」で
は
、
結
婚
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す（
要
電
話
予

約
）。
会
員
登
録
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の

募
集
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】毎
月
第
４
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館
２
階�

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

【
対
象
】独
身
で
良
縁
を
求
め
て

い
る
方（
ご
家
族
で
も
可
）

問�

同
事
務
局

　（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　�

☎
６
８
５
・７
１
７
０

今
月
の
納
期

　▼
固
定
資
産
税（
３
期
）

　▼
国
民
健
康
保
険
料（
４
期
）

　▼
介
護
保
険
料（
４
期
）

　▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）

　▼
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　（
２
期
）

　
10
月
２
日（
月
）ま
で
に
税
務

課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
休
止

　
９
月
16
日（
土
）午
前
６
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
ま
で
は
、
シ
ス
テ

ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
同

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す
。

問�

市
民
課

　�

☎
６
８
４・１
２
０
２

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
野
焼
き
は「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律

に
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
と
し

て
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ

の
両
方
が
科
さ
れ
ま
す
。

　
一
部
例
外
が
あ
り
ま
す
が
、
例

外
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、

周
囲
か
ら
の
苦
情
が
出
る
程
の
焼

却
を
行
っ
た
場
合
、
指
導
対
象
と

な
り
ま
す
。
周
辺
の
生
活
環
境
に

は
十
分
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

環
境
政
策
課

　�

☎
６
８
３･

７
５
７
１

デ
ジ
タ
ル
な
ん
で
も
相
談
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
使
い
方
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
関
し
て
幅
広
く
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
ご
自

身
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】❶
９
月
５
日（
火
）

　
　
　
❷
９
月
19
日（
火
）

　
　
　
❸
10
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】❶
❸
市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

　
　
　
❷
鳴
門
公
民
館

問�

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課

　�

☎
６
８
４・
１
３
８
２

「
よ
り
そ
い
」無
料
弁
護
士
相
談

　
市
で
は
、
生
活
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
事
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
と
し
て
、
鳴
門
市
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
よ
り
そ
い
」

を
市
役
所
本
庁
１
階
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
無
料
弁
護
士
相

談
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
相
続
・

借
金
・
離
婚
な
ど
法
的
な
ト
ラ
ブ

ル
で
お
困
り
の
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】９
月
５
日（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　（
１
人
に
つ
き
30
分
）

【
場
所
】�「
よ
り
そ
い
」

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
４
日（
月
）

　
ま
で
に「
よ
り
そ
い
」（
☎
６
７

　
８・
２
７
５
４
）へ
。

生
活
・
暮
ら
し

原
動
機
付
自
転
車
等
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
換

　
原
動
機
付
自
転
車
等
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
経
年
劣
化
な
ど

に
よ
り
色
落
ち
し
、
標
識
番
号
が

分
か
り
に
く
く
な
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
無
償
で
交
換
し
ま
す
。

※�

同
じ
標
識
番
号
で
は
な
く
、
新
し

い
標
識
番
号
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
発
行
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

自
賠
責
保
険
の
変
更
手
続
き
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
保

険
会
社
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
軽
自
動

車
税（
種
別
割
）申
告
書
兼
標
識

交
付
申
請
書（
窓
口
で
配
布
）

問�

税
務
課�

市
民
税
担
当

　�

☎
６
８
４･

１
１
２
９

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
９
月
９
日（
土
）は
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
18
日（
月
・
祝
）は
平
常
ど
お
り

ご
み
の
収
集
・
持
ち
込
み
受
け
付

け（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
）を
行
い
ま
す
。

※�

ご
み
出
し
は
、
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

問�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　�

☎
６
８
３・７
５
７
３

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

随
時
登
録
受
け
付
け
中

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
は
、
聴
覚
や
発

話
の
障
が
い
に
よ
り
音
声
通
話

が
困
難
な
方
が
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
、
簡
単

な
操
作
で
１
１
９
番
通
報
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
警
防
課（
FAX

６
８
５
・
４
３
１
３�

☎
６
８
４

･

１
３
４
９�

メ
ー
ル
：keibo@

city.naruto.i-tokushim
a.jp

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市公式YouTube
チャンネル

ぜひチャンネル
登録をお願いし
ます！
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無料相談
行政相談 日時  ９月８日（金） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室　担当：原内
問 秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  ９月15日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 人権推進課 ☎684・1423
性的マイノリティに関する電話相談 
日時  ９月９日（土） 15：00～19：00
問 SAG徳島 ☎090・8973・3900
成年後見制度相談 ※原則予約
日時  ９月20日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  ９月８日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性・子ども相談 日時  月～金曜（休日除く）
　９：00～17：00 場所  女性子ども支援センター
問 ぱぁとなー ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館２階
　　 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  ９月６日（水） 13：30～14：30
場所  人権福祉センター１階 応接室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
障がい者相談 日時  月～金曜（休日除く）
   ８：30～17：00 場所  基幹相談支援センター
問 同センター ☎678・8280 FAX678・8281
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） ９：00～17：00
場所  市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く）
   ９：30～15：30 場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

電話法務相談（ビジネスと暮らしの法務相談全般）
　日本市民法務サポート代表理事の森江 大蔵氏に
よる無料電話相談
日時  ９月11日（月） 16：00～17：00
内容  離婚、相続、遺言、外国人雇用等
電話番号  ☎080・4138・5462

年金相談 ※要予約
日時  ９月７日、21日（各木曜日） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階 第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  ９月５日、26日（各火曜日） 13：00～16：00
場所  うずしお会館２階 第３会議室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 ☎602・0553
認知症サポート医によるもの忘れ相談 ※原則予約
日時  ９月27日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  ９月12日、26日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館２階
　　 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
不動産相談 日時  ９月19日（火） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階 市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

講
座・教
室・試
験
な
ど

同
一
労
働
同
一
賃
金
、

育
児
・
介
護
休
業
法
等
実
務

ポ
イ
ン
ト
説
明
会

　
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
や

仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き

る
職
場
環
境
整
備
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
27
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
・
大

ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク�
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー

ホ
ー
ル
２
階�
視
聴
覚
室

【
申
し
込
み
】９
月
20
日（
水
）ま
で

に
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問�

徳
島
労
働
局�

　�

☎
６
５
２・
２
７
１
８

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館

（
☎
６
８
３･

７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
な
ど
を
利
用
し

て
絵
手
紙
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】９
月
11
日
、
10
月
16
日
　

　
　（
各
月
曜
日
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
彩
絵
の
具
、��

　
墨
汁
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】９
月
21
日
、
10
月
19
日
　

　
　（
各
木
曜
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】30
人
程
度

令
和
６
年
分

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
公
的
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
所
得
税

や
復
興
特
別
所
得
税

の
計
算
は
、「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
源
泉
徴
収
の
対
象（
所
得
税

の
課
税
対
象
）と
な
る
方
に
は
申

告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
税

法
上
の
各
種
控
除（
障
害
者
控
除

や
寡
婦〈
寡
夫
〉控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）を
受
け

る
た
め
に
は
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

に
は
税
金
は
か
か
ら
な
い
た
め
、

申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問�

徳
島
北
年
金
事
務
所

　�

☎
６
５
５･

０
２
０
０

【
準
備
物
】布（
50
㌢
×
50
㌢
２
枚
、

20
㌢
×
20
㌢
５
～
６
枚
）、
裁さ

い

縫ほ
う

道
具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、
筆
記

用
具
な
ど
）

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】10
月
15
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

　
　
15
歳
以
上
の
方

【
定
員
】10
人
程
度（
先
着
順
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）

や
異
物
除
去
、
止
血
法
な
ど

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
30
日（
土
）

　
ま
で
に
電
話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム（
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
警
防
課（
☎

６
８
４・
１
６
４
０
）

へ
。

地
域
生
活
支
援
事
業
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
課
程
）

【
日
時
】11
月
４
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
23
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

（
全
20
回
）

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

※
初
回
の
み
午
前
９
時
30
分
か
ら

受
け
付
け
開
始
。

【
場
所
】福
祉
ホ
ー
ム�

リ
ズ
ム
１
階

　
地
域
交
流
ホ
ー
ル（
藍
住
町
矢

上
字
安
任
56
―
５
）

【
対
象
】鳴
門
市
ま
た
は
板
野
郡

に
在
住
・
在
勤
で
初
め
て
手
話

を
学
ぶ
方

【
定
員
】20
人（
超
過
し
た
場
合
は
板

野
郡
在
住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

【
費
用
】３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
問・申
し
込
み
】10
月
６
日（
金
）

　
ま
で
に
障
が
い
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー�

凌り
ょ
う
う
ん雲（

☎
６
９
３・１
１

　
１
７
FAX
６
９
２・６
７
７
６
）へ
。

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。
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徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

●
９
月
10
日（
日
）�

午
後
７
時
～

　
対�

い
わ
き
Ｆ
Ｃ

●
９
月
24
日（
日
）�

午
後
４
時
～

　
対�

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

問�

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　�

☎
６
７
２・７
３
３
９

鳴
門
市
民
劇
場
９
月
例
会

「
獅
子
の
見
た
夢
」劇
団
東
演
公
演

　
命
を
か
け
て
芝
居

を
や
り
続
け
た
演
劇

人
が
い
た
。
彼
ら
に

と
っ
て
の
果
て
し
な

き
夢
と
は
！

【
日
時
】９
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演

【
場
所
】藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

【
費
用
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問�

市
民
劇
場�

☎
６
８
４・１
７
７
７

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
エ
デ
ィ
ウ
ィ
ン
鳴
門

　
開
設
12
周
年
記
念
競
走

　
９
月
３
日（
日
）～
７
日（
木
）

●��

第
７
回
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　
カ
ッ
プ
競
走

　
９
月
12
日（
火
）～
15
日（
金
）

●�

第
８
回
徳
島
バ
ス
カ
ッ
プ
競
走

　
９
月
25
日（
月
）～
30
日（
土
）

問�
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　�
☎
６
８
５
・８
１
１
１

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ド
イ
ツ
館
イ
ベ
ン
ト

▼�

す
え
ド
ン
の
各
駅
停
車Vol.2

　
―
駅
舎
と
駅
近
グ
ル
メ
―

【
期
間
】��10
月
１
日（
日
）ま
で

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

　
９
月
25
日（
月
）は
休
館
日
。

【
場
所
】同
館
２
階�

企
画
展
示
室

【
費
用
】大
人
４
０
０
円

　
小
中
学
生
１
０
０
円（
入
館
料
）

問�

同
館�

☎
６
８
９・０
０
９
９

な
る
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ「
撫
養
の
湊
と
渡
し
船 

紀
貫
之
」

　
な
る
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
が
ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
、
約

２・５
㌔
歩
き
ま
す
。

【
日
時
】９
月
10
日（
日
）

　
午
前
９
時
15
分
～
11
時
55
分

【
場
所
】Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅（
集
合・解
散
）

【
定
員
】10
人

【
問
・
申
し
込
み
】鳴
門
市
う
ず
し

　
お
観
光
協
会（
☎
６
８
４･

１
７

　
３
１
）へ
。

鳴
門
フ
ァ
ミ
サ
ポ
イ
ベ
ン
ト

▼「
ぶ
っ
く
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
た
い
む
」

【
日
時
】９
月
28
日（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館

　
　
　
３
階�

小
会
議
室

問�

鳴
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　�

セ
ン
タ
ー�

☎
６
８
３・０
７
８
８

１
０
０
円
商
店
街 

出
店
者

　
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
大
道

銀
天
街
で
開
催
さ
れ
る
１
０
０
円

商
店
街
。
次
回
は
11
月
11
日（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。
知
恵
を
絞
っ
た

商
品
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
商
品
を

販
売
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
お
客

さ
ん
に
出
会
え
る
か
も
！

【
対
象
】市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は

市
内
の
団
体
・
法
人

【
費
用
】５
千
円（
出
店
料
）

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
５
日（
木
）

ま
で
に
大
道
商
店
街
振
興
組
合

（
☎
６
８
５
・３
７
４
８
）へ
。

優
良
従
業
員
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
従
業
員
で
、
勤
務
成
績
が
特
に

優
秀
な
方
を
11
月
21
日（
火
）に
う

ず
し
お
会
館
で
表
彰
し
ま
す
。
該

当
す
る
従
業
員
の
い
る
事
業
者
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】勤
続
年
数
❶
10
年
❷
20
年

　
❸
30
年
❹
40
年
以
上
の
方

【
事
業
主
負
担
金
】該
当
者
１
人
に

　
つ
き
❶
６
千
円
❷
７
千
円
❸
９

　
千
円
❹
１
万
１
千
円

※�

事
業
主
負
担
金
は
、
推
薦
書
提

出
時
に
各
申
込
先
で
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
し
込
み
】10
月
27
日（
金
）

　
ま
で
に
鳴
門
商
工
会
議
所（
☎

　
６
８
５
・３
７
４
８
）ま
た
は
大

　
麻
町
商
工
会（
☎
６
８
９・０
２

　
０
４
）へ
。

募
　
　
集

新
池
川
の
浄
化
活
動 

参
加
者

　
Ｅ
Ｍ
団
子
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】９
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～

【
場
所
】市
共
済
会
館
南
側

問�

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会�
乾

　
☎
０
９
０･

３
１
８
１・１
４
０
２

鳴
門
・
大
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

後
期
運
動
教
室
生

　
10
月
か
ら
開
始
の
運

動
教
室
生
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
す
。

【
内
容
】子
ど
も（
４
歳
～
小
学
５

年
生
）や
大
人
が
楽
し
め
る
22
種

の
教
室（
３
月
ま
で
約
15
回
）

【
教
室
例
】

▼
大
人
対
象
：
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ポ
ー
ツ（
気
軽
に
４
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
！
）

▼
小
学
生
対
象
：
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
３
～
５
年（
学
校
で
は

習
わ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
）

【
申
し
込
み
】９
月
８
日（
金
）ま
で

に
鳴
門
・
大
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

窓
口（
火
曜
日
休
館
）か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
）か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問�（
公
財
）徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　�

☎
６
８
５
・３
１
３
１

鳴門ビデオボランティア制作番組
▶９月１日～ 2023 鳴門市阿波おどり
　　　　　　 ／豊田 三郎（大麻町）
▶９月11日～ 鳴門の里山登山 ③袴腰山（大津富士）264.8㍍
　　　　　　 ／野口 敬夫（大麻町）
▶９月21日～ 徳島城阿波おどり～徳島中央公園～
　　　　　　 ／板東 公

いさお

（徳島市）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

徳島クリエーターズマーケット vol.37
　モノ作りに思いを込める人気クリエーターたちが県
内外から大集合。ファッション、アクセサリー、ガラ
ス製品などの展示販売を行います。
　ご家族などをお誘い合わせの上、ぜひお
越しください。詳しくはホームページをご
覧ください。

【日時】９月９日（土）、10日（日） 午前10時～午後５時
【場所】ボートレース鳴門 なるちゃんホール
問�徳島クリエーターズマーケット ☎080・3162・2234
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
市
役
所
本
庁
２
階
で
開
催
。

▼�「
泰
山
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
」に
よ
る

作
品
展
示（
絵
手
紙
）

【
期
間
】�９
月
11
日（
月
）～
22
日（
金
）

▼�「
長
寿
介
護
課
」に
よ
る
作
品
展
示

　（
鳴
門
市
高
齢
者
施
設
作
品
展
）

【
期
間
】�９
月
25
日（
月
）～

　
　
　
10
月
６
日（
金
）

※
市
役
所
開
庁
時
の
み
観
覧
可
。

問�

文
化
交
流
推
進
課

　�

☎
６
８
４・
１
２
１
４

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】25
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）。

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ

プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
容
器
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ぬ
れ
て

も
よ
い
服
装

【
問・申
し
込
み
】９
月
15
日（
金
）

ま
で
に
水
産
振
興
室（
☎
６
８

　
４・
１
１
５
２
）へ
。

脳の
う

若わ
か

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
日
時
】９
月
６
日
、
20
日

　（
各
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
場
所
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店

【
費
用
】５
０
０
円（
初
回
無
料
）

問�（
株
）ポ
ス
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
脳
若

　�

事
業
部�

☎
６
８
４・４
１
３
８

み
ん
な
で
子
育
て

ち
ょ
ち
・
ち
ょ
ち
・
な
る
と

　
助
産
師
や
幼
稚
園
教
諭
、
子
育

て
支
援
員
な
ど
が
お
迎
え
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
25
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
場
所
】西
福
寺（
撫
養
町
斎
田
）

【
対
象
】妊
婦
の
方
、
親
子（
未
就

園
児
）、
地
域
の
方

【
定
員
】親
子
10
組（
先
着
順
）

【
内
容
】お
し
ゃ
べ
り
会
な
ど

※�
大
人
は
軽
食
付
き
。
離
乳
食
な

ど
は
各
自
持
参
。
授
乳
室
・
お

湯
の
用
意
あ
り
。

【
申
し
込
み
】左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
地
域
の
方

は
申
し
込
み
不
要
。

問�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

徳
島
の
子
育
て
に�

�

　
伴
走
す
る
会�

マ
チ
ノ
ワ

　�

☎
０
９
０･

１
５
７
２・０
７
３
８

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

２
０
２
３
in
と
く
し
ま

　
全
国
か
ら
集
ま
る
参
加
者
と
地

域
住
民
と
の
交
流
を
図
る
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
大
会
を
開

催
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
期
間
】９
月
15
日（
金
）～
17
日（
日
）

【
場
所
】鳴
門
・大

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク�

ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル
な
ど

問�

同
実
行
委
員
会
事
務
局

　�（
月
・
水
・
金
の
み
）

　�

☎
６
７
７・５
２
５
５

秋の全国交通安全運動
９月21日（木）～30日（土）期間
※９月30日：交通事故死ゼロを目指す日

　市民一人ひとりが交通ルールを守り、相
手に対する「思いやり、ゆずり合い」の気持ち
を持って、交通マナーを向上させましょう。
▶子どもと高齢者をはじめとする歩行者の安全の確保 
▶夕暮れ時と夜間の交通事故防止および飲酒運転等の根絶
▶自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
問�市民協働推進課 ☎684・1394 鳴門警察署 ☎685・0110

図
　
書
　
館

９
月
の
休
館
日

▼
１
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
５
日（
火
）▼
12
日（
火
）

▼
19
日（
火
）▼
26
日（
火
）

問�

同
館�

☎
６
８
５・０
２
５
５

お
も
ち
ゃ
病
院
撫
養
診
療
所

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修

理
し
ま
す（
１
家
族
３
点
ま
で
）。

【
日
時
】９
月
９
日（
土
）、

　
　
　
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】同
館
２
階�

会
議
室

問�

大
和�

☎
６
８
４・
１
９
０
３

■応募規定
　俳句・短歌・川柳部門は「なると市民文芸」規定の原稿
用紙（市文化協会事務局で配布）を、それ以外の部門につ
いては、市販の原稿用紙（A４版、400字詰め）を使用してく
ださい。詳しい応募規定や規定の原稿用紙は、市公式ウェ
ブサイト新着情報からもダウンロードできます。
■応募方法
　作品の部門名、氏名（雅号で応募する場合は、本名を
併記）、住所、電話番号、所属団体（所属団体がある場
合のみ）を記入の上、10月31日（火）までに、市文化協会
事務局へ提出してください。
※ こども俳句は、学校名、学年、氏名（漢字・ふりがな）

を記入し、小中学校を通じて提出してください。
問�市文化協会事務局（文化交流推進課内） ☎684・1214

　「なると市民文芸」は、市民の皆さんの俳句・短歌・川柳・現代詩・小説・随筆の文芸
作品を掲載した冊子です。第53号の制作に当たり、作品を募集します。

第第5353号「なると市民文芸」作品募集号「なると市民文芸」作品募集

■応募資格
　市内に在住・在勤・在学または市文化協会に
加盟している方
■応募部門（１人３部門まで）
▶俳　句　 １人３句（こども俳句は小学３年生か

ら中学３年生までの児童・生徒を対
象とし、１人２句で編集委員が選考
します）

▶短　歌　１人３首
▶川　柳　１人３句
▶現代詩　 １人２編以内、
　　　　　１編は原稿用紙２枚以内
▶小　説　１人１編、原稿用紙30枚以内
▶随　筆　１人１編、原稿用紙５枚以内



Health Info
健康相談

【日　時】９月６日（水）、21日（木）、
　　　　10月２日（月）
　　　　午前９時30分～11時

【場　所】鳴門ふれあい健康館１階

乳幼児健診
※対象となるお子さんには、個別に案内

通知文をお送りします。詳細について
は、表題《健康増進課》までお問い合わ
せください。

【場　所】鳴門ふれあい健康館３階
■３歳児健診 ９月14日（木）
■１歳６カ月児健診 ９月８日（金）
■股関節脱臼検診 ９月15日（金）

糖尿病重点相談
【日　時】９月28日（木）
　　　　午前９時～午後５時

【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
【申し込み】９月25日（月）までに、
　表題《健康増進課》へ。

　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院など

二次救急医療機関をご利用ください。
９月３日（日）元木医院（南浜）
　　　［内・小・消］ ☎685・8282
　　10日（日）原田医院（大谷）
　　　［内・胃・循］ ☎689・2108
　　17日（日）うずしお眼科（大桑島）
　　　［眼］  ☎684・3311
　　18日（月・祝）兼松病院（斎田）
　　　［内・外・胃］ ☎685・4537
　　23日（土・祝）橋本医院（吉永）
　　　［内・胃・外］ ☎685・5211
　　24日（日）兼松産婦人科（南浜）
　　　［内・小・産］ ☎685・1103
10月１日（日）南海病院（土佐泊浦）
　　　［精・神・内］ ☎687・0311

休日当番医

オンライン妊産婦相談
【日　時】９月22日（金）
　　　　午前10時～午後３時30分

【申し込み】９月４日（月）から８日（金）まで
に、表題《子育て世代包括支援センター》へ。

離乳食相談
【日　時】９月７日（木）
　▶初期編　午前10時30分～11時30分
　▶中・後期編　午後２時～３時

【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
【申し込み】表題《子育て世代包括支援セン

ター》へ。上記以外の日程でも個別対応
可能ですので、お気軽にご相談ください。

16令和５年９月号

　鳴門市食生活改善推進員（ヘルスメイト）とは、健康の保持・増進に
重要な食についての正しい情報を発信し、地域の健康づくりを支援す
るボランティアグループです。自分自身や家族・地域での食を通した
健康づくりに興味がある方は、男女問わ
ずご参加ください。
※ 推進員として活動するためには、市が

実施する養成講座を受講し、「鳴門市食
生活改善推進協議会」の会員（年会費
1,000円）になっていただく必要があり
ます。

 ●主な取り組み：おやこの食育教室、野菜摂取量UP推進活動など
▶日　　時　❶10月３日❷10月17日❸11月７日❹11月21日❺12月12日
　　　　　　（各火曜日・全５回）
　　　　　　❶午前９時～正午❷～❺午前９時～午後３時
▶場　　所　鳴門ふれあい健康館３階 中会議室・調理室
▶対　　象　市内在住で、全日程参加できる方
▶定　　員　10人（先着順）　▶受　講　料　無料
▶申 し込み　９月20日（水）までに、はがき（当日消印有効）、FAX、メー

ルのいずれかの方法で、住所、氏名、電話番号を記入
の上、「鳴門市食生活改善推進員養成講座受講希望」と
明記し、表題《健康増進課》へ。申し込みフォーム（右
記二次元コード）からも申し込みできます。

“食”を通した健康づくり推進のボランティアになりませんか
「鳴門市食生活改善推進員」養成講座受講者募集講 座

９月10日から16日は「自殺予防週間」です
～一人で抱え込まずに相談しましょう～

　心のストレスを感じてつらいときは、一人で悩まずSOSを出しま
しょう。
　また、周囲の人がいつもと違う様子に気付いたら、声を掛け、話
をゆっくり聞きましょう。また、問題を解決する
ために専門の窓口を紹介して一緒に訪ねるなど、
適切な支援につなぎ見守りましょう。

・よりそいホットライン
　☎0120・279・338
　（24時間対応・通話料無料）　
　FAX0120・773・776

・とくしま自殺予防センター
　☎602・8911（土日祝日・年末年始
　を除く午前９時～午後４時）
※面接相談は予約制。

・SNS相談
　
　
・支援情報検索サイト
　  電話、メール、 SNSなど、
さまざまな方法の相談窓口
を紹介しています。

相談窓口

自殺予防ボランティア
(傾聴ボランティア・相談員)養成講座

　傾聴ボランティア・相談員の養成講座（全40回）が開催されて
います。カウンセリングや傾聴ボランティアに興味のある方は、
ぜひご参加ください。日程や費用助成などのお問い合わせは表
題《健康増進課》へ。

厚生労働省SNS相談 検索

支援情報検索サイト 検索



電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《健康増進課》☎684・1049　《子育て世代包括支援センター》☎684・1561
〒772-0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 
mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館内　健康増進課、子育て世代包括支援センター

17 令和５年９月号

命を守るがん検診を受けましょう
９月は「がん征圧月間」です

検診
案内

❶令和６年３月31日時点で70歳以上の方
❷ 65歳以上69歳以下の障がい認定による後期高齢者

医療受給者
❸対象年齢で生活保護受給世帯に属する方
❹対象年齢で市民税（当該年度）非課税世帯に属する方

※ ❷❸❹に該当する方は、申込時にお申し出くだ
さい。

　 なお、❸❹に該当する方は、手続きに10日程度か
かりますので、お早めに表題《健康増進課》でお手
続きください。

検診料が無料になる方

【対　象】
①本市に住民登録し、令和６年３月31日を基準として、

以下の各検診の対象年齢に達している方
②胃がん検診は、令和４年４月１日から令和５年３月

31日までに受診していない方

　『がん』は２人に１人がなるといわれており、誰でも『がん』になる可能性があります。『がん』は時間をかけて大
きくなり、進行すればするほど治りにくくなる病気です。しかし、早期発見すると90％以上が治るといわれて
おり、発見する時期が早ければ早いほど、治療による体への負担も軽くなります。
　今からでも遅くありません！ご自身の体を守るためにもがん検診を受けましょう！

【問・申し込み】
　検診日の20日前までに申し込みフォーム（上記二次

元コード）、電話、 FAX、メールのいずれかの方法で、
表題《健康増進課》へ。

※10月11日（水）の検診は10月２日（月）までお申し込み
いただけます。

◀ 二次元コードからも
申し込みできます。

　本市で実施
している検診
は、集団検診または医療機
関のどちらかで年1回受け
られます。ただし、胃がん
検診は２年に１回の受診と
なっています。

実施日 受付時間 場　所 胃がん（定員） 肺がん 大腸がん 骨粗しょう症

10月11日（水）

 9 ：00～ 9 ：30 萩原集会所 ●
10：00～10：30 大津中央公民館 ●
11：00～11：30 里浦集会所 ●
13：30～15：30 鳴門ふれあい健康館 ● ●（女性）

10月26日（木）★  8 ：30～10：30 瀬戸公民館 ●（40人） ● ●
11月25日（土）★  8 ：30～10：30

鳴門ふれあい健康館
●（80人） ●

12月５日（火）★  8 ：30～10：30 ● ●

令和５年度 集団がん検診日程 （●が実施する検診）

集団検診一覧表

★特定健診同時実施日のため混雑する場合があります。
※胃がん検診の申し込み受け付けは先着順。大腸がん検診は検便容器を検診日の１週間前まで

に郵送しますので、検診日にご提出ください。
※大腸がん検診のみをご希望の方は、１年間受診可能な鳴門市医療機関委託検診もご検討くだ

さい。詳細は、市公式ウェブサイトに掲載しています。
※肺がん検診・骨粗しょう症検診を同時に受診される場合、１時間程度の待ち時間が生じる場合があります。

検診種別 対象年齢 費　用
胃がん（バリウムによる検査） 50歳以上 1,000円

肺がん（結核健診を含む）
40歳以上 Ｘ線のみ 300円

50歳以上 Ｘ線＋喀
か く た ん

痰※

800円
大腸がん（便潜血検査） 40歳以上 500円
骨粗しょう症 30～70歳（女性） 600円

※喀痰は必要な方のみ。
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▶ 飼い犬、飼い猫の繁殖を望まない方は避妊・去勢
手術を受けさせましょう

　飼い犬や飼い猫の繁殖を望まない、子犬や子猫が
生まれてもこれ以上は世話をすることができないと
いう方は、避妊・去勢手術を受けさせましょう。本
市における飼い犬、飼い猫に対する避妊・去勢手術
費用の助成制度については、広報なると10月号に詳
細を掲載しますので、ご確認ください。
▶猫は屋内で飼育しましょう　
　上下運動ができるように家具の工夫をし、専用の
トイレ、爪研ぎなどを用意しましょう。
▶犬の散歩はルールを守りましょう　
　散歩時のふんの後始末は飼い主の責任です。散歩に
出るときは、袋やスコップなどを用意し、ふんは必ず
持ち帰りましょう。また、リードを装着してください。
▶迷子の防止をしましょう　
　飼い主が分かるように、飼い犬には必ず鑑札を着
けましょう。また、狂犬病予防注射の接種後は注射
済票の交付を受けて、飼い犬に着けましょう。猫や
その他の動物には名札などを着けましょう。

■飼い主のいない猫（野良猫）へのTNR＋m活動に
　ご理解・ご協力をお願いします
　TNR活動とは、野良猫の避妊・去勢手術を行い、猫
たちを元の生息地に戻すことで、野良猫の増加を抑え
る取り組みのことです。捕獲（Trap）、避妊・去勢手術

（Neuter）、元の場所に戻す（Return）という英単語の
頭文字をとってTNR活動と呼ばれており、猫に一代限
りの命を全うしてもらうことを目的としています。また、
手術を受けた後の猫は、地域の皆さんに見守られなが
ら生活することになりますが、餌やりやふん尿による環
境衛生の苦情が市に寄せられることがあります。TNRを
実施した後に、適切な餌やりやトイレを設置するなどの
管理（Management）を加えることで、周辺の環境が
保たれ、人と猫が地域で共生していくことができます。
活動に対するご理解・ご協力をお願いします。

▶動物の遺棄虐待は犯罪です　
・ 愛護動物を殺傷した場合
　…５年以下の懲役または500万円以下の罰金
・ 愛護動物を遺棄・虐待した場合
　…１年以下の懲役または100万円以下の罰金

問  環境政策課 ☎088・683・7571環境政策課 ☎088・683・7571

問 （一社）鳴門板野青年会議所 事務局 ☎088・685・7376（平日の午前（一社）鳴門板野青年会議所 事務局 ☎088・685・7376（平日の午前1010時～午後３時）時～午後３時）

 ９月23日（土・祝）午前10時～午後９時 、 24日（日）午前10時～午後３時
　唐揚げ・焼き鳥・たこ焼きなど、県内外の人気店・キッチンカー（全40店舗）が大集合！店舗情報はホームペー
ジに随時掲載します。ダンス・バルーンアート・阿波おどり・バンドなどのステージイベントも同時開催！

※小雨決行。日時

▲ 詳しくはこちら

※各イベントの詳細はホームページ（上記二次元コード）をご覧ください。

■ スケートボードイベント（学生対象）
❶体験会／午前10時30分～正午（受付時間：午前10時～）
 ❷大　会／午後０時30分～５時（受付時間：午前11時～）

【場所】ウズパーク スケートパーク
【定員】❶❷各20人（先着順）
■鳴門市サイクリングクイズラリー（16歳以上対象）
　ASAトライアングルコースをサイクリングし、
チェックポイントでクイズに答えます。

【時間】  午前10時20分～（受付時間：午前９時30分～）
【場所】 ウズパーク サイクルステーション裏駐車場

■サッカー教室（小学生対象）
❶１、２年生の部／午前10時45分～正午（受付時間：
午前10時15分～）❷３、４年生の部／午後１時～２時
15分（受付時間：午後０時30分～）❸５、６年生の部／ 
午後２時45分～４時15分（受付時間：午後２時30分～）

【場所】芝生広場
【定員】各回20人（先着順）
■第３回JCカップバスケットボール大会（中学生対象）

【時間】午前10時～午後３時（受付時間：午前９時20分～）
【場所】ウズパーク バスケットボールコート

 ９月23日（土・祝）午前９時20分～午後６時日時
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「日常時」と「非常時」という２つのフェーズをフリーに

　近年、全国各地で災害が頻発し、いざというとき
の備えをしなければならないということはみんなが
思っていることだと思います。ですが、「十分備えら
れている」と答えられる人はほとんどいないのではな
いでしょうか。フェーズフリーは、そうした日常時
と非常時の２つのフェーズ（＝時間や状態）の垣根を
取り払い、普段私たちの生活を豊かにしているもの
が、もしものときに、私たちの生活や命を守ってく
れるという考え方です。

　鳴門市では、市民の皆さんの大切な命を守るため、
この考え方をウズパークをはじめとする施設や学校
教育などさまざまな分野に取り入れてきました。そし
て、令和６年５月には、フェーズフリーの考え方を随
所に取り入れた市役所新庁舎がいよいよ開庁予定で
す。そこで、これまでの市の取り組みを振り返るとと
もに、市民の皆さんに、身近にある「フェーズフリー」
について改めて考えていただく機会とするため、各分
野における取り組みを隔月でご紹介していきます。

「フェーズフリーのまち 鳴門」を目指して Vol.1

「いつも」利用しているモノやサービスを
　「もしも」のときに役立てることができるという考え方

「備えない防災」「備えない防災」ともいわれる
フェーズフリーとは？

　フェーズフリーの考え方を公共施設や民間施設、道路、公
園などの整備・維持管理などに導入することで、施設の利便
性を高めます。また、都市全体にもフェーズフリーの考え方
を当てはめ、持続可能で住みやすく活気があると同時に災害
にも対応できる都市形成を目指します。

日常時
観光、買い物、

通勤・通学、産業活動

遊び・憩いの場

地域コミュニティ、
行事

飲食、買い物、
娯楽、勤務

非常時
救急運搬、
救助活動

避難場所、
物資保管場所

避難場所、避難所、
災害対応拠点

避難場所

鳴門市では、平成29年度に
全国の自治体で初めて、地
域防災計画に「フェーズフ
リーの研究と市民への啓発」
を盛り込むなど、あらゆる

場面においてフェーズフリーの考え方に基づ
くまちづくりを行ってきました。この考え方が
もっと広がれば、日常生活の質を向上させ
ながら、市民の皆さんの命を守ることにつな
がります。今後も、市役所新庁舎をはじめと
する施設や市の施策などにフェーズフリーの
考え方を積極的に導入し、市民の皆さんとと
もに「フェーズフリーのまち 鳴門」を実現して
いきたいと考えています。

泉市長からのメッセージ
■都市全体におけるフェーズフリーの考え方

公園

道路

建物（民間）

建物（公共）

■これまでの具体的な取り組み　 ※各項目の詳細は、今後ご紹介していきます。

▶ソフト面 ▶ハード面

学校生活や授業などへの
導入を分かりやすく解説
したガイドブックを作成

パーク全体がフェーズフリー
認証を取得。もしものとき
に役立つ要素が随所に

〈教育版フェーズフリー〉 〈ウズパーク〉〈ハザードマップ〉 〈道の駅「くるくる なると」〉
登山口や山の標高なども
記載し、普段はまち歩き
マップとして活用できる

屋上広場は24時間避難可
能で、芝生のスロープは
車でも上がれるよう設計

隔月
連載
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　コロナ禍などの影響により地方起業への関心が高まる中、本
市への移住起業を目指す方を支援する「なると移住起業サポー
ター」への委嘱式が８月23日に行われました。同サポーターに
は、すでに本市で移住起業された方や地域おこし協力隊など、
幅広い分野の地元企業家11人が就任。今後は、移住起業アカデ
ミー「N

ナ ル ト

ARUTO B
ブ ー ト

OOT C
キ ャ ン プ

AMP」のファイナリストとの交流を
行うほか、オンラインコミュニティを活用した相談対応などの
サポートを市と連携して行います。 なると移住起業サポーターのメンバーと泉市長

鳴門に移住起業者を呼び込もう！
11人を移住起業サポーターに任命

　８月１日、市と株式会社鳴門自動車教習所は、同社
が教習所利用者のために運行している送迎バスの空席を
活用した高齢者輸送事業の実証運行に関する協定を締結
しました。矢倉地区をモデルとして事業を開始し、路線
バスのバス停から離
れている交通空白地
帯の解消や他の地区
における高齢者の外
出、既存の公共交
通機関の利用促進な
どにつなげます。

送迎バスを地域の移動手段として活用
交通空白地帯の解消へ

　卓球元全日本女子監督の近藤 欽司さんによる講習会
が８月９日に瀬戸中学校であり、市内の中学生22人が
サーブやスマッシュの基本を学びました。近藤さんは、
選手たちに「試合で勝つためには練習で失敗した原因を

常に考えて」とアド
バイス。田中 希さん

（瀬戸中１年）は「ス
マッシュを強く打つ
ポイントを教わった。
試合で生かしたい」
と話していました。

中学生が卓球の技術を学ぶ
近藤 欽司さんが瀬戸中で講習会

鳴門まちなか絵本図書館に寄付をいただきました

　８月１日、自身の著書である「ゾンビハムスターね
ずこ」と「うんこガエル」それぞれ40冊を市に寄付しま
した。原田さんは、「多くの子どもたちや親子に読ん
でもらいたい。デ
ジタル化も進んで
いるが、ぜひ紙の
絵本をめくる良さ
や楽しさを感じて
もらいたい」と話し
ていました。

絵本作家 原田 剛さん 株式会社阿波銀行 鳴門支店

　８月２日、小学生が市長の仕事を体験し、市政やまちづくりにつ
いて学ぶ一日市長体験が行われました。参加したのは、市内の小
学６年生７人。一日市長となった７人は、自身の名刺を受け取ると、
泉市長と名刺交換をしたり、市公式SNSで配
信する動画への出演やウズパークの視察を
行ったりするなど、精力的に活動しました。参
加した秋山 結

う

海
み

さん（桑島小６年）は「市長を
身近に感じることができた。これからは自分も
地域のイベントなどに積極的に参加して、鳴門
のために活動したい」と意欲を見せていました。

㊤市公式SNSで配信する動画に出演する児童
㊧泉市長に見守られながら一日市長を体験

私たちが一日鳴門市長！
小学６年生７人が市長の仕事を体験

　「子育て支援」と「絵本のリサイクル」活動として、阿波
銀行県北広域エリアで収集した絵本・児童書177冊の寄
付が８月24日にあり、同支店忠津 聡執行役員支店長か

ら目録が贈呈されま
した。同行は、市内
４店舗で鳴門まちな
か絵本図書館を開
設しており、絵本に
親しめる環境を提供
しています。
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　昨年の11月27日午前５
時ごろ、瀬戸町堂浦付近
の海上でシーカヤックが
転覆し漂流していた男性
１人を救助した北泊漁業
協同組合の組合員７人に
８月１日、市から感謝状が贈呈されました。組合員は
漁船３隻を出し、協力して男性を救助。男性にけがは
ありませんでした。
■被贈呈者一覧（順不同・敬称略）
　▶佐々木 亨（北泊）▶元木 照夫（北泊）
　▶絹川 章夫（北泊）▶森 尚久（北泊）▶伊藤 久（北泊）
　▶横瀬 志郎（北泊）▶田代 博君（明神）

　桑島小学校前で発生した火災事案において、同校
教職員が火災の延焼拡大を防ぎ、人命救助に大きく
貢献したとして、８月10日に市消防本部から感謝状
が贈られました。
　火災事案は、７月18日午後５時30分ごろ同校付近
の住宅で発生。校庭で花壇の水まきをしていた教諭
が火災に気付き、他の教諭と連携して迅速に119番通
報を行いました。通報後、横田 正紀校長らが消火器
を持って住宅に駆け付け、住人の避難を確認後、大
量の煙が充満する屋内に身の危険を顧みず進入。消
火器で初期消火に成功し被害を最小限度にとどめ、
住人にもけがはありませんでした。
■被贈呈者　桑島小学校

■海中転落者を救助 ■火災の延焼拡大を防ぎ、人命救助に貢献

人命救助と火災事案の対応に対し、感謝状を贈呈
北泊漁協の組合員と桑島小学校

感
謝
状
を
贈
ら
れ
る
横
田
校
長

（
右
か
ら
２
人
目
）

泉
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る

同
漁
協
の
佐
々
木
組
合
長（
右
）
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９
日
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11
日
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で
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３
日
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し
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観光振興課職員

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

▼有料広告

各種保険完備・各種手当
昇給賞与あり  勤務地：徳島県内

本社／徳島県鳴門市撫養町立岩字七枚114
　　　TEL 088-685-4178 FAX 088-685-4179
本店／徳島県徳島市万代町６丁目20-2
　　　TEL 088-625-2100 FAX 088-625-2102

月額基本給  20万円  以上

現場監督・建設作業員
募集中！
正社員（給排水工事・型枠大工

多能工　経験者優遇）

まずはご連絡ください

JA大津松茂

なると金時  販売中！ほくほくとした食感で甘さが抜群のなると金時が
販売中です。ぜひ、お買い求めください。
ほくほくとした食感で甘さが抜群のなると金時が
販売中です。ぜひ、お買い求めください。

鳴門市農作業無料職業紹介所事業推進協議会

農作業員募集中！

「里むすめ」販売中 !!
☎088-602-7100
（平日9：00～18：00）

農産物直売所えがお
☎088-689-1288
（平日8：30～16：00）

板東経済センター直売所☎088-685-2111
（平日8：30～17：00）

JA里浦 JA徳島北

一緒に働く仲間を募集中!!

900円〜1200円

パパママ世代から学生さんまで誰でもOK!

アスティとくしま横
（徳島工芸村内）で営業中！
◆業務内容：コールセンター
　　　　　電話受付事務
　　　　  （通販ご注文受付窓口・
　　　　　お問い合わせ窓口等）

◆時給： （別途手当あり）

↓まずは気軽にお問合せください！↓

☎0120-270-270（採用担当窓口）〒770-8055 徳島県徳島市山城町東浜傍示1-1 （徳島センター）
〒779-0108 徳島県板野郡板野町犬伏平山4-6-1彩りの館（ふるさとコールセンターⓇ板野町）

JA里浦
☎088-685-2111
（平日 8:30～17:00）

JA大津松茂
☎088-686-1101
（平日 8:30～17:00）

JA徳島北
☎088-689-1001
（平日 8:30～17:00）農作業員募集中！

市内各JAにて「農作業無料職業紹介所」を開設。農業に関心のある方、
農作業をしたい方大歓迎！下記のJAにお問い合わせください。
市内各JAにて「農作業無料職業紹介所」を開設。農業に関心のある方、
農作業をしたい方大歓迎！下記のJAにお問い合わせください。

TEL. 088-687-1234
FAX. 088-687-1078
TEL. 088-687-1234
FAX. 088-687-1078 〈関連施設〉

介護医療院鳴門山上病院
介護老人保健施設 いこいの家 鳴山荘
通所リハビリテーションセンター ステップ
やまかみ訪問看護ステーション
やまかみ訪問リハビリテーションセンター
やまかみ指定居宅介護支援事業所
鳴門市地域包括支援センターやまかみ

〈関連施設〉
介護医療院鳴門山上病院
介護老人保健施設 いこいの家 鳴山荘
通所リハビリテーションセンター ステップ
やまかみ訪問看護ステーション
やまかみ訪問リハビリテーションセンター
やまかみ指定居宅介護支援事業所
鳴門市地域包括支援センターやまかみ

看護・介護職員募集中
院内保育所 マーヤすだち保育園あり
看護・介護職員募集中
院内保育所 マーヤすだち保育園あり
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Vol.06
　高校生が日頃抱いている鳴門市や市政に関する

“ギモン”や“意見”に市長や市職員が答えます！

　市では、鳴門市阿波おどりPR大使の石田 靖さんにもご協力い
ただき、各種媒体を活用して鳴門の阿波おどりを全国に発信して
います。また、SNSを活用したプレゼントキャンペーンや、にわか
連参加者に「ししゃもねこ」とコラボしたオリジナル手ぬぐいを配
布するなど、皆さんに楽しんでいただけるような新たな取り組み
も実施しました。今後もさまざまな取り組みを通じ、より多くの
方に鳴門の阿波おどりを知っていただけるよう努めていきます！

新たな取り組みで、鳴門の阿波おどりを全国へ！新たな取り組みで、鳴門の阿波おどりを全国へ！

高校生の解決！解決！

ギ モ ン

　僕は小学生のときから鳴潮連で阿波おどりを踊ってい
ます。鳴門で生まれ育った僕にとっては、「鳴門の夏」とい
えば「阿波おどり」ですが、市外から通学している友達に
聞くと、「鳴門で阿波おどりをしていることを知らなかっ
た」という子が結構居て驚きました。鳴門の阿波おどり
は徳島の阿波おどりと違った良さがあると思うので、市
外の人にももっと鳴門の阿波おどりを知ってもらいたい
です！そうすれば、今以上に観光客にも来てもらえて、
鳴門市がもっとにぎわうのではないかなと思います！

Ｑ

市外の人にも市外の人にも
鳴門市の阿波おどりを鳴門市の阿波おどりを
もっと知ってほしい！もっと知ってほしい！

〈鳴門渦潮高校〉
大森 翔

つ ば さ

空さん（２年）
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